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幼稚園教育要領における領域「環境」 

―研究動向を中心として― 

 

雲財 寛（日本体育大学） 

 

 本稿の目的は，幼稚園教育要領における領域「環境」に関する研究の動向を把握し，

新しい幼稚園教育要領に対する示唆を導出することである。この目的を達成するため

に，まず，これまでの幼稚園教育要領の変遷と，新しい幼稚園教育要領の改訂の要点を

整理した。次に，幼児教育の「環境」に関する研究の動向を整理した。そして，新幼稚

園教育要領で追加された２つの内容に対する示唆を導出した。具体的には，国際社会と

のつながりを促すためには，身近な環境に日本語以外の言語を話すことができる幼児と

ともに学ぶことなどを指摘した。そして，比較する力の基礎を育成するためには，比較

の基準や比較対象を意識させる声かけが有効であることを指摘した。また，関連付ける

力の基礎を育成するためには，「何が」「どのように」といった視点から考えさせる声か

けが有効であることを指摘した。 

 

キーワード：幼児教育，幼稚園教育要領，環境，動向 
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 Content“Environment”in Course of Study for Kindergarten 

―Focusing on the Research Trends― 

 

Hiroshi UNZAI (Nippon Sport Science University) 

 

The purpose of this paper is to review the research trends about environment about the 

course of study for kindergarten and to make a suggestion for new the course of study for 

kindergarten. The author analyzed the historical change of the content “environment” on the 

course of study for kindergarten. A new content “environment” on the course of study for 

kindergarten added two contents (connection of local and international community, thinking of 

comparison/ relating). For promoting connection of local and international community, it is 

important to learn with young children who can speak languages other than Japanese in a 

familiar environment. For developing think of comparison, teacher indicates a standard of 

comparison and target of comparison. For developing think of relating, teacher indicates a view 

point about “What” or “how”. 

 

   Key Words: kindergarten, course of study, environment, review   
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幼稚園教育要領における領域「環境」 

はじめに 

 本稿では，幼稚園教育要領における領域「環境」

に関する研究の動向を把握し，新しい幼稚園教育

要領の課題に対する示唆を導出する。 

このために，まず，幼児園教育要領における領

域「環境」のこれまでの変遷を整理する。次に，

新しい幼稚園教育要領の改訂の要点を整理する。

そして，幼児教育の「環境」に関する研究の動向

について整理し，新幼稚園教育要領の課題に対す

る示唆を導出する。 

 

1. 幼稚園教育要領における領域「環境」 

 まず，これまでの幼稚園教育要領の変遷を分析

し，何が重視され，何が変わっていったのかを確

認する。幼稚園教育要領における教育内容の領域

の区分は，1964 年（昭和 39 年）の幼稚園教育要

領まで，「健康」，「社会」，「自然」，「言語」，「音楽

リズム」，「絵画制作」の６領域であったが，1989

年（平成元年）の改訂で「健康」，「人間関係」，「環

境」，「言葉」，「表現」の 5 領域となった（大坪，

2005）。したがって，本稿では，まず，1989 年（平

成元年）版から 2008 年（平成 20 年）版にかけて

領域「環境」に関する記述の変遷を確認する。な

お，2017 年（平成 29 年）版については，次章で

詳細を述べる。 

 

1.1 1989年（平成元年）版 

1989 年（平成元年）版の領域「環境」は，1964

年（昭和 39 年）版の領域「社会」・「自然」をもと

に作られた（大坪，2005）。1989 年（平成元年）

版の幼稚園教育要領の領域「環境」については，

以下にように書かれている（文部科学省，1989）。 

 

環境 

〔この領域は、自然や社会の事象などの身近な環境に

積極的にかかわる力を育て、生活に取り入れていこう

とする態度を養う観点から示したものである。〕 

 

1 ねらい 

（1）身近な環境に親しみ、自然と触れ合う中で様々な

事象に興味や関心をもつ。 

 

（2）身近な環境に自分からかかわり、それを生活に取

り入れ大切にしようとする。 

 

（3）身近な事象を見たり考えたり扱ったりする中で、

物の性質や数量などに対する感覚を豊かにする。 

 

2 内容 

（1）自然に触れて生活し、その大きさ、美しさ、不思

議さなどに気付く。 

 

（2）季節により自然や人間の生活に変化のあることに

気付く。 

 

（3）自然などの身近な事象に関心をもち、取り入れて

遊ぶ。 

 

（4）身近な動植物に親しみをもって接し、いたわった

り大切にしたりする。 

 

（5）身近な物を大切にする。 

 

（6）身近な物を使って考えたり試したりするなどして

遊ぶ。 

 

（7）遊具や用具の仕組みに関心をもつ。 

 

（8）日常生活の中で数量や図形などに関心をもつ。 

 

（9）生活に関係の深い情報や施設などに興味や関心を

もつ。 

 

（10）幼稚園内外の行事において国旗に親しむ。 

 

3 留意事項 

 上記の取扱いに当たっては、次の事項に留意する必

要がある。 

 

（1）身近な事象や動植物に対する感動を伝え合い共感

し合うことなどを通して自分からかかわろうと

する意欲を育てるとともに様々なかかわり方を

通してそれらに対する親しみや畏敬の念、生命を

大切にする気持ち、公共心、探究心などが養われ

るようにすること。 

 

（2）数量などに関しては、日常生活の中で幼児自身の

必要感に基づく体験を大切にし、数量などに関す

る興味や関心、感覚が無理なく養われるようにす

ること。 

 

 

1989 年（平成元年）版の領域「環境」では，身

近な環境に積極的にかかわる力を育て，生活に取

り入れていこうとする態度を養うことを主眼とし

ている。このように，まず，領域「環境」がどの

ような位置づけなのかを示す記載があり，その後，

ねらい，内容，留意事項が記載されている。この

構成は現在まで続いている。この元年版からねら
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い，内容，内容の取り扱いがどのような変遷をた

どったのかを確認していく。 

 

1.2 1998年（平成 10年）版 

 1998 年（平成 10 年）版では以下のように書か

れている（文部科学省，1998）。 

 

環境 

 周囲の様々な環境に好奇心や探究心をもってかかわ

り、それらを生活に取り入れていこうとする力を養う。 

 

1 ねらい 

（1）身近な環境に親しみ、自然と触れ合う中で様々な

事象に興味や関心をもつ。 

 

（2）身近な環境に自分からかかわり、発見を楽しんだ

り、考えたりし、それを生活に取り入れようとす

る。 

 

（3）身近な事象を見たり、考えたり、扱ったりする中

で、物の性質や数量、文字などに対する感覚を豊

かにする。 

 

2 内容 

（1）自然に触れて生活し、その大きさ、美しさ、不思

議さなどに気付く。 

 

（2）生活の中で、様々な物に触れ、その性質や仕組み

に興味や関心をもつ。 

 

（3）季節により自然や人間の生活に変化のあることに

気付く。 

 

（4）自然などの身近な事象に関心をもち、取り入れて

遊ぶ。 

 

（5）身近な動植物に親しみをもって接し、生命の尊さ

に気付き、いたわったり、大切にしたりする。 

 

（6）身近な物を大切にする。 

 

（7）身近な物や遊具に興味をもってかかわり、考えた

り、試したりして工夫して遊ぶ。 

 

（8）日常生活の中で数量や図形などに関心をもつ。 

 

（9）日常生活の中で簡単な標識や文字などに関心をも

つ。 

 

（10）生活に関係の深い情報や施設などに興味や関心

をもつ。 

 

（11）幼稚園内外の行事において国旗に親しむ。 

 

3 内容の取扱い 

 上記の取扱いに当たっては、次の事項に留意する必

要がある。 

 

（1）幼児が、遊びの中で周囲の環境とかかわり、次第

に周囲の世界に好奇心を抱き、その意味や操作の

仕方に関心をもち、物事の法則性に気付き、自分

なりに考えることができるようになる過程を大

切にすること。 

 

（2）幼児期において自然のもつ意味は大きく、自然の

大きさ、美しさ、不思議さなどに直接触れる体験

を通して、幼児の心が安らぎ、豊かな感情、好奇

心、思考力、表現力の基礎が培われることを踏ま

え、幼児が自然とのかかわりを深めることができ

るよう工夫すること。 

 

（3）身近な事象や動植物に対する感動を伝え合い、共

感し合うことなどを通して自分からかかわろう

とする意欲を育てるとともに、様々なかかわり方

を通してそれらに対する親しみや畏敬の念、生命

を大切にする気持ち、公共心、探究心などが養わ

れるようにすること。 

 

（4）数量や文字などに関しては、日常生活の中で幼児

自身の必要感に基づく体験を大切にし、数量や文

字などに関する興味や関心、感覚が養われるよう

にすること。 

※下線は筆者。1989 年（平成元年）版との加筆点を下線

で示した。 

 

 このように，1998 年（平成 10 年）版では 1989

年（平成元年）版と比べて大幅な改訂はないもの

の，いくつか加筆されている事項がある。これら

の加筆点で特徴的なのは，内容の取扱い(1)と(2)で

ある。(1)では，「(1)幼児が、（中略）自分なりに考

えることができるようになる過程を大切にするこ

と」とある。ねらいにも，「（2）身近な環境に自分

からかかわり、発見を楽しんだり、考えたりし、

それを生活に取り入れようとする。」と加筆されて

いることから，特に環境と関わる過程を重視して

いることがわかる。 

また，内容の取扱い(2)では，「（2）幼児期におい

て自然のもつ意味は大きく、自然の大きさ、美し

さ、不思議さなどに直接触れる体験を通して、（後

略）」とあるように，体験を重視している領域内容

であるといえる。 

 

1.3 2008年（平成 20年）版 

 2008 年（平成 20 年）版の幼稚園教育要領の領

域「環境」では，以下のように書かれている（文
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幼稚園教育要領における領域「環境」 

部科学省，2008）。 

 

環境 

周囲の様々な環境に好奇心や探究心をもってかかわ

り，それらを生活に取り入れていこうとする力を養う。 

  

1 ねらい 

（1）身近な環境に親しみ，自然と触れ合う中で様々な

事象に興味や関心をもつ。 

 

（2）身近な環境に自分からかかわり，発見を楽しんだ

り，考えたりし，それを生活に取り入れようとす

る。 

 

（3）身近な事象を見たり，考えたり，扱ったりする中

で，物の性質や数量，文字などに対する感覚を豊か

にする。 

 

2 内容 

（1）自然に触れて生活し，その大きさ，美しさ，不思

議さなどに気付く。 

 

（2）生活の中で，様々な物に触れ，その性質や仕組み

に興味や関心をもつ。 

 

（3）季節により自然や人間の生活に変化のあることに

気付く。 

 

（4）自然などの身近な事象に関心をもち，取り入れて

遊ぶ。 

 

（5）身近な動植物に親しみをもって接し，生命の尊さ

に気付き，いたわったり，大切にしたりする。 

 

（6）身近な物を大切にする。 

 

（7）身近な物や遊具に興味をもってかかわり，考えた

り，試したりして工夫して遊ぶ。 

 

（8）日常生活の中で数量や図形などに関心をもつ。 

 

（9）日常生活の中で簡単な標識や文字などに関心をも

つ。 

 

（10）生活に関係の深い情報や施設などに興味や関心

をもつ。 

 

（11）幼稚園内外の行事において国旗に親しむ。 

 

3 内容の取扱い 

上記の取扱いに当たっては，次の事項に留意する必要

がある。 

  

（1）幼児が，遊びの中で周囲の環境とかかわり，次第

に周囲の世界に好奇心を抱き，その意味や操作の

仕方に関心をもち，物事の法則性に気付き，自分

なりに考えることができるようになる過程を大

切にすること。特に，他の幼児の考えなどに触れ，

新しい考えを生み出す喜びや楽しさを味わい，自

ら考えようとする気持ちが育つようにすること。 

 

（2）幼児期において自然のもつ意味は大きく，自然の

大きさ，美しさ，不思議さなどに直接触れる体験

を通して，幼児の心が安らぎ，豊かな感情，好奇

心，思考力，表現力の基礎が培われることを踏ま

え，幼児が自然とのかかわりを深めることができ

るよう工夫すること。 

 

（3）身近な事象や動植物に対する感動を伝え合い，共

感し合うことなどを通して自分からかかわろう

とする意欲を育てるとともに，様々なかかわり方

を通してそれらに対する親しみや畏敬の念，生命

を大切にする気持ち，公共心，探究心などが養わ

れるようにすること。 

 

（4）数量や文字などに関しては，日常生活の中で幼児

自身の必要感に基づく体験を大切にし，数量や文

字などに関する興味や関心，感覚が養われるよう

にすること。 

 

※下線は筆者。1998 年（平成 10 年）版との加筆点を下線

で示した。 

 

大きな変更はないものの，下線で示したように，

2008 年（平成 20 年）版では，内容の取扱いの(1)

「特に，他の幼児の考えなどに触れ，新しい考え

を生み出す喜びや楽しさを味わい，自ら考えよう

とする気持ちが育つようにすること。」について加

筆されている。まず，「新しい考えを生み出す喜び

や楽しさを味わい」や「自ら考えようとする気持

ちが育つように」とあることから，考えることに

対する肯定的な態度を重要視していることが読み

取れる。また，「他の幼児の考えなどに触れ」とあ

ることから，他者との学びも重要視していること

が読み取れる。 

 

1.4 まとめ 

 以上，幼稚園教育要領の領域「環境」の変遷を

確認してきた。このように記述の変遷を確認する

と，多少の加筆はあったものの，ねらいの(1)，(2)，

(3)についてはほぼ変わっていないようである。ま

た，時代を経てより広義な意味で「環境」を捉え

ていることが示唆された。 
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2. 2017年（平成 29年）版の幼稚園教育要領の要

点と領域「環境」 

 上述してきたような変遷を経て，2017 年（平成

29 年）版の幼稚園教育要領はどのように変わった

のであろうか。2017 年（平成 29 年）版の幼稚園

教育要領では，育成を目指す資質・能力が明確化

され，さらに，小学校教育との円滑な接続という

観点から「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」

が示された。これを踏まえ，ねらい，内容，内容

の取扱いの関連については，次の表１に示すよう

に整理されている。 

 

表１ ねらい，内容，内容の取扱いの関連（文部

科学省，2017，p.11より筆者作成） 

ねらい 
幼稚園教育において育みたい資質・能

力を幼児の生活する姿から捉えたもの 

内容 ねらいを達成するために指導する事項 

内 容 の

取扱い 

幼児の発達を踏まえた指導を行うに当

たって留意すべき事項 

 

また，幼児期の終わりまでに育ってほしい姿に

ついては，「ねらい及び内容に基づく活動全体を通

して資質・能力が育まれている幼児の幼稚園修了

時の具体的な姿であることを踏まえ，指導を行う

際に考慮するもの」（文部科学省，2017，p.11）と

される。そして，領域「環境」においては，以下

のように書かれている（文部科学省，2017）。 

 

環境 

〔周囲の様々な環境に好奇心や探究心をもって関わ

り，それらを生活に取り入れていこうとする力を

養う。〕 

 

１ ねらい 

(1) 身近な環境に親しみ，自然と触れ合う中で様々な事

象に興味や関心をもつ。 

 

(2) 身近な環境に自分から関わり，発見を楽しんだり，

考えたりし，それを生活に取り入れようとする。 

 

(3) 身近な事象を見たり，考えたり，扱ったりする中で，

物の性質や数量，文字などに対する感覚を豊かに

する。 

 

 

２ 内容 

(1) 自然に触れて生活し，その大きさ，美しさ，不思議

さなどに気付く。 

 

(2) 生活の中で，様々な物に触れ，その性質や仕組みに

興味や関心をもつ。 

 

(3) 季節により自然や人間の生活に変化のあることに

気付く。 

 

(4) 自然などの身近な事象に関心をもち，取り入れて遊

ぶ。 

 

(5) 身近な動植物に親しみをもって接し，生命の尊さに

気付き，いたわったり，大切にしたりする。 

 

(6) 日常生活の中で，我が国や地域社会における様々な

文化や伝統に親しむ。 

 

(7) 身近な物を大切にする。 

 

(8) 身近な物や遊具に興味をもって関わり，自分なりに

比べたり，関連付けたりしながら考えたり，試した

りして工夫して遊ぶ。 

 

(9) 日常生活の中で数量や図形などに関心をもつ。 

 

(10) 日常生活の中で簡単な標識や文字などに関心をも

つ。 

(11) 生活に関係の深い情報や施設などに興味や関心を

もつ。 

 

(12) 幼稚園内外の行事において国旗に親しむ。 

 

３ 内容の取扱い 

上記の取扱いに当たっては，次の事項に留意する必要

がある。 

(1) 幼児が，遊びの中で周囲の環境と関わり，次第に周

囲の世界に好奇心を抱き，その意味や操作の仕方

に関心をもち，物事の法則性に気付き，自分なりに

考えることができるようになる過程を大切にする

こと。また，他の幼児の考えなどに触れて新しい考

えを生み出す喜びや楽しさを味わい，自分の考え

をよりよいものにしようとする気持ちが育つよう

にすること。 

 

(2) 幼児期において自然のもつ意味は大きく，自然の大

きさ，美しさ，不思議さなどに直接触れる体験を通

して，幼児の心が安らぎ，豊かな感情，好奇心，思

考力，表現力の基礎が培われることを踏まえ，幼児

が自然との関わりを深めることができるよう工夫

すること。 

 

(3) 身近な事象や動植物に対する感動を伝え合い，共感

し合うことなどを通して自分から関わろうとする

意欲を育てるとともに，様々な関わり方を通して

それらに対する親しみや畏敬の念，生命を大切に

する気持ち，公共心，探究心などが養われるように

すること。 
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(4) 文化や伝統に親しむ際には，正月や節句など我が国

の伝統的な行事，国歌，唱歌，わらべうたや我が国

の伝統的な遊びに親しんだり，異なる文化に触れ

る活動に親しんだりすることを通じて，社会との

つながりの意識や国際理解の意識の芽生えなどが

養われるようにすること。 

 

(5) 数量や文字などに関しては，日常生活の中で幼児自

身の必要感に基づく体験を大切にし，数量や文字

などに関する興味や関心，感覚が養われるように

すること。 

※下線は筆者。2008 年（平成 20 年）版との加筆点を下線

で示した。 

 

 下線で示したように，2017 年（平成 29 年）版

では，内容(6)「日常生活の中で，我が国や地域社

会における様々な文化や伝統に親しむ。」と，その

内容に関する取扱い(4)「文化や伝統に親しむ際に

は，正月や節句など我が国の伝統的な行事，国歌，

唱歌，わらべうたや我が国の伝統的な遊びに親し

んだり，異なる文化に触れる活動に親しんだりす

ることを通じて，社会とのつながりの意識や国際

理解の意識の芽生えなどが養われるようにするこ

と。」が加筆された。これに関して，幼稚園教育要

領解説では，以下のように書かれている（文部科

学省，2017, pp.7-8）。 

 

日常生活の中で，我が国や地域社会における

様々な文化や伝統に親しむことなどを「内容」

に新たに示した。また，文化や伝統に親しむ際

には，正月や節句など我が国の伝統的な行事，

国歌，唱歌，わらべうたや伝統的な遊びに親し

んだり，異なる文化に触れる活動に親しんだり

することを通じて，社会とのつながりの意識や

国際理解の意識の芽生えなどが養われるように

することなどを「内容の取扱い」に新たに示し

た。 

 

 このように，活動の内容としては，伝統的な行

事や遊び，異なる文化に触れることなどが示され

ている。 

 また，そのほかの加筆点として，内容(8)「身近

な物や遊具に興味をもって関わり，自分なりに比

べたり，関連付けたりしながら考えたり，試した

りして工夫して遊ぶ。」とあり，内容の取扱い(1)

「幼児が，（中略）自分の考えをよりよいものにし

ようとする気持ちが育つようにすること。」とある

ように，思考力に関する内容が示されている。こ

のことから，思考力の基礎の具体として，比較す

る力や関連付ける力の基礎の育成も重要視されて

いることがわかる。 

 

3 幼児教育の領域「環境」に関する研究の動向 

 以上，領域「環境」に関する幼稚園教育要領の

変遷と，新しい幼稚園教育要領の要点について整

理してきた。次に，領域「環境」について，これ

までにどのような研究が行われてきたのか，その

動向を整理する。CiNii を用いて，「環境」「自然」

などをキーワードとして，「保育学研究」，「乳幼児

教育学研究」その他乳幼児教育に関する大学紀要

や論文集を中心に検索した。検索日は，2019 年 6

月 11 日である。また，幅広い年代の研究に対応す

るため，出版年は特に限定しなかった。 

 概観した結果，目的・目標に関する研究，教材

に関する研究，幼児の実態に関する研究の３つの

カテゴリーに大別することができた。以下，その

詳細について述べる。 

 

3.1 目的・目標に関する研究 

 目的・目標に関する研究は，幼稚園教育要領の

歴史的変遷を分析した研究が多い（坂田・立元，

1999；藤岡，2011；姜，2012；八幡，2017；大坪，

2018；天野，2019）。たとえば，姜（2012）は，

幼稚園教育要領における領域「環境」の内容を分

析し，その教育内容の特質と変化の過程を明らか

にしている。分析の結果，1989 年の領域「環境」

を「幼児の発達のために必要な社会的，自然的環

境とはなにかを問い直していく領域（p.90）」，

1998 年の領域「環境」を，「社会や自然の事象な

どの身近な環境に積極的にかかわろうとする力を

里館，生活に取り入れていこうとする態度を養う

ための領域（p.90）」という特質を見出している。 

また，大坪（2018）も同様に，幼稚園教育要領
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の領域「環境」の捉え方の変遷を分析しており，

これまでの幼稚園教育要領のほか，2017 年（平成

29 年）度告示の幼稚園教育要領についても分析し

ている。その結果，2017 年（平成 29 年）度告示

の幼稚園教育要領では，これまで以上に具体的な

記述となっていること，子供に対して保育者がど

のような働きかけをしていけばよいのか，そのヒ

ントが潜んでいることを指摘している。 

以上のように，目的・目標に関する研究では，

主に幼稚園教育要領の変遷を分析し，その特徴を

導出する研究が多くみられる。 

 

3.2 内容・方法に関する研究 

内容・方法に関する研究は，主に「教材に着目

した研究」と「指導法に着目した研究」に分類で

きる。以下，それぞれの研究を例示しながら述べ

ていく。 

3.2.1教材に着目した研究 

 教材に着目した研究として，たとえば，箕輪

（2006）は，幼児同士が関わる遊びとして，「砂遊

び」を取り上げ，その特徴を分析している。分析

の結果，砂の変化が次のテーマや行為を導く砂遊

びは，イメージを伝え合うことが主になる遊びを

することが難しい子ども同士や，仲間関係が十分

に形成されていない子ども同士が，遊べるように

なるための入り口となる可能性があることを明ら

かにしている。このほか，メダカの飼育に関する

教育的価値を考察した丸山・松澤・今村（2002）

や，稲作に関する教育的価値を考察した亀山

（2012）など，特定の教材の教育的意義について

考察した研究もみられる。 

3.2.2 指導法に着目した研究 

 指導法に着目した研究としては，たとえば，小

川・原田・中澤（2017）は，虫飼育活動に熟達し

た保育者の実践を分析し，幼児に対する質の高い

働きかけについて調査した。その結果，保育者の

「虫に対する感情の表現」や「虫の扱い方」の言

葉かけが，幼児の虫や仲間との交流を促したり，

保育者の「虫の知識」の言葉かけが幼児の虫への

興味と虫の知識の獲得を促したりしていることを

明らかにしている。また，南・中山（2018）は，

平成 29 年度の幼稚園教育要領に対応した授業の

具体例を複数例示している。 

以上のように，内容・方法に着目した研究では，

それぞれの教材の特徴について考察したり，それ

らの教材によりどのような指導が可能であるかを

論じたりしている研究がみられる。 

 

3.3 幼児の実態に関する研究 

幼児の実態に関する研究としては，たとえば， 

棚橋（1998）は，幼児の自発的質問を，種類別・

年齢別にまとめて，領域「環境」の指導の視点か

ら分析・考察を行っている。その結果，アニミズ

ム的な質問，名前は，ナニ，ドコという質問，何

故，どうして，いつ，という質問，生長過程，整

体，特徴，構造，機能，比較，因果関係，しくみ

に関する質問などがみられたこと，思考の発達と

ともに内容が深くなっていることを明らかにして

いる。 

 また，香曽我部（2007）は，養蚕における幼児

の対応の変容の分析から，幼児がどのように生き

物とかかわり，どのような概念を再構成していの

か，そのプロセスを明らかにしている。具体的に

は，生き物への対応の決定プロセスが，「生き物と

の相互作用」→「生き物の外的な変化」→「幼児

の知的好奇心の増大」→「概念的な葛藤」→「幼

児の推論，知識の受容」→「生き物の特性の把握

⇄既有のカテゴリーに紹介」→「生き物の概念を組

織化」→「生き物への対応を決定」であることを

明らかにしている。 

 このように，幼児の実態に関する研究では，幼

児の発話や行動から思考や行動過程を明らかにし

ている。 

 

4 新幼稚園教育要領に対する示唆 

 以上，これまでの幼稚園教育要領の変遷と，領

域「環境」に関する研究の動向を確認してきた。

それでは，2017 年（平成 29 年）版の幼稚園教育

要領を踏まえるならば，今後どのような研究が求

められるだろうか。ここで，前述の 2017 年（平
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成 29 年）版で新しく追加された内容を振り返っ

てみると，次の２点があった。第一に，2017 年（平

成 29 年）版の幼稚園教育要領解説においても示

されていたように，内容(6)「日常生活の中で，我

が国や地域社会における様々な文化や伝統に親し

む。」である。第二に，思考力の基礎の具体として，

比較する力および関係付ける力の基礎の育成であ

る。以下に，追加された内容に分けてそれぞれ述

べていく。 

 

4.1内容(6)について 

 領域「環境」という視点から，社会とのつなが

りの意識や国際理解の意識の芽生えに着目した研

究はあまりみられないものの，援用可能な研究と

しては，たとえば，黒澤（2018，p.92）では，外

国人幼児を含む学級の幼児が，異文化である外国

の言葉に興味を示し，自分たちの生活に取り込む

ようになることは，幼児の国際理解を培う土壌づ

くりになる可能性を指摘している。つまり，身近

な環境に日本語以外の言語を話すことができる幼

児とともに学ぶような活動（たとえば，外国の言

葉や文化を教えてもらうなど）によって，国際理

解の意識の芽生えが養われる可能性がある。 

 

4.2 比較する力や関連付ける力の基礎の育成につ

いて 

 比較する力・関係付ける力の育成については，

前述の棚橋（1998）が重要な知見となろう。棚橋

（1998，p.22）は，自発的質問の分析から，３歳

児は安定した環境で探索を十分にし，４歳児はい

ろいろな活動をして知的好奇心を刺激し，５歳児

は遊びを充実させて科学する心を育てることが重

要であることと述べている。他方，比較する力の

育成には，違いがある事象を提示することと，比

較の基準を明確にすることが重要であり，関連付

ける力の育成には，「何が」や「どのように」とい

った視点から，知識を関連付けることが重要であ

る（角屋，2019, pp.18-19）。これらの知見を合わ

せると，遊びや生活の中で下記のようなアプロー

チが有効であると考える。 

 まず，幼児が生活する環境では，知的好奇心を

刺激し，かつ，違いを見つけやすいもの（色，材

質，大きさが異なる小石，花びらの色や大きさが

異なる植物）などを意図的に配置しておくことで，

自発的な質問を促すことができよう。また，自発

的な質問に対し「何をもとにしたのかな」（基準を

意識する声かけ）や「何と何を比べたのかな」（比

較対象を意識する声かけ）といった声かけを行う

ことで，比較することを促すことができると考え

る。また，「何がそうさせているのかな」や「どの

ようになっているのかな」といった声かけを行う

ことで，関連付けることを促すことができると考

える。 

さらに，内容の取扱い(1)「幼児が，（中略）自分

の考えをよりよいものにしようとする気持ちが育

つようにすること。」とあるため，このような気持

ちが育つような声かけが重要である。たとえば，

「うまく説明できたね」や，「くわしくお話できる

ようになったね」などの声かけが有効であると考

える。 

 

5. まとめ 

本稿の目的は，幼稚園教育要領における領域「環

境」に関する研究の動向を把握し，新しい幼稚園

教育要領に対する示唆を導出することであった。

この目的を達成するために，まず，これまでの幼

稚園教育要領の変遷と，新しい幼稚園教育要領の

改訂の要点を整理した。次に，幼児教育の「環境」

に関する研究の動向を整理した。そして，新幼稚

園教育要領で追加された２つの内容に対する示唆

を導出した。具体的には，国際社会とのつながり

を促すためには，身近な環境に日本語以外の言語

を話すことができる幼児とともに学ぶことなどを

指摘した。そして，比較する力の基礎を育成する

ためには，比較の基準や比較対象を意識させる声

かけが有効であることを指摘した。また，関連付

ける力の基礎を育成するためには，「何が」「どの

ように」といった視点から考えさせる声かけが有

効であることを指摘した。 

最後に，領域「環境」の取扱いに関する留意点
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を述べる。大坪（2018）によれば，平成 29 年版

の幼稚園教育要領は，「保育は総合的に行うもの」

であることを強調した改訂であるという。この指

摘を踏まえるならば，新しく追加された内容だけ

に限らず，領域「環境」のねらいや，「幼児期の終

わりまでに育ってほしい姿」を見据え，総合的に

指導していくことが重要だと考える。 
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